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要旨：本稿では，特集「受動表現」（『語学研究所論集』第 14 号，2009，東京外国語大学）における調査

票の 10 項目について，カムチベット語塔公[Lhagang]方言のデータを記述し，その分析を行う． 

 

 

Abstract: This report describes and analyses the data of the Lhagang dialect of Khams Tibetan concerning the ten 

phrases for the special volume of the Journal of the Institute of Language Research 14, which focuses on the 

cross-linguistic study of ‘passive expressions’. 
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1. はじめに 

 カムチベット語は，Tournadre and Suzuki (2023)の分類における南東チベット諸語（South-eastern section）

の１つに数えられる．中国の先行研究では「カム方言」に分類されるが，Tournadre and Suzuki (2023)は

カムチベット語は複数の方言群からなると考える．本稿で扱う塔公方言は，中国四川省甘孜チベット族

自治州康定市を主たる語域とするムニャ・ラガン（Minyag Rabgang）方言群の１つに数えられ，その中

の塔公鎮塔公村で話される．これは第２著者の母語である．塔公方言の記述研究は第１，第２著者の協

働で進めている．これまでに社会言語学的研究，記述研究ともに一定の蓄積がある（Suzuki and Sonam 

Wangmo 2015, 2016, 2019, 2021b，鈴木，四郎翁姆 2016, 2017, 2018, 2019, 2020, 2021, 2024）． 

 本稿での記述は，SNS を介したやり取りに基づく．著者間で定めた塔公方言のチベット文字表記をも

とに，漢語の調査票から塔公方言へ訳し，それを音韻表記に戻して確認するという方法で進めた．調査

票はすでに用意のあった漢語版を用いた． 

 

2. データ 

 以下，「受動表現」（語研論集 第 14 号）に関する例文に対応するカムチベット語塔公方言のデータを

提示する．各例文について，見出しを調査票の例文形式とし，続いて(A)塔公方言の音韻表記，(B)英語

による語釈，(C)チベット文字表記（口語を反映したつづり字），(D)(C)の翻字（de Nebesky-Wojkowitz 方
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式），(E)例文に対する日本語訳の順で記す．必要な個所には，(E)に続いて解説を添える．なお，(C)につ

いては複数の書き方を提案してきた（Suzuki and Sonam Wangmo 2017a, b, c, 2021a）が，本稿では文語形

式の対応を参考にしつつも，これまでよりも口語の発音により近くなる表記を採用した． 

 なお，塔公方言には受動態を示す形態統語的手段がなく，語順の違いで現れる．このため，(E)は日本

語として不自然であっても，(A)が表す形式にできるだけ忠実に対応するように訳す．語釈においては，

絶対格(ABS)は標示しない．動詞に語幹交替がある場合，非完了形(NPF)は標示しない． 

 

(1) A は B に叩かれた．【直接受身】 

 

 ˉhʈa ɕhi     ́ ɦɖoː ma-ɣə     ̂ ɦdõ-zə reʔ 

 PSN           PSN-ERG            hit-AOR.STM 
 བཀྲ་ཤསི་སྒྲོལ་མ་འ་ིབརྡུང་ཟི་རེད། 

 bkra shis sgrol ma ’i brdung zi red 

 「タシはドマが叩いた」 

 

 調査票にある受け身の形式に相当する表現は，被動者が行為者に先行して現れることで表される．筆

者は初頭の項を主題として考える立場をとる．このため，「受け身」は被動者が主題になる表現と言える．

ただし，(5)にあるように，常に被動者が主題になるわけではない． 

 

(2) A は B に足を踏まれた．【持ち主の受身，体の部分】 

 

 ˉhʈa ɕhi-ɣə     ̄ hkɔ ̃mba     ́ ɦɖoː ma-ɣə     ̂ ȵɑʔ-zə reʔ 

 PSN-GEN       foot              PSN-ERG            step-AOR.STM 

 བཀྲ་ཤསི་ག་ིརྐང་པ་སྒྲོལ་མ་འ་ིཉག་ཟ་ིརདེ། 

 bkra shis gi rkang pa sgrol ma ma ’i nyag zi red 

 「タシの足はドマが踏んだ」 

 

 調査票では「足」が「タシ」と属格で結ばれるものとともに，「タシ」を主題化した言い方があったが，

塔公方言では属格を用いた１つの表現しかない．なお，塔公方言の音形式及び本稿のチベット文字表記

では属格と能格の区別はつかず，機能上の異なりはグロスに反映されるのみである． 

 

(3) A は B に財布を盗まれた．【持ち主の受身，持ち物】 

 

 ˉhʈa ɕhi-ɣə     ̄ tɑ jɑ̃ `khuː ma     ́ ɦɖoː ma-ɣə     ̀ hkɯ-zə reʔ 

 PSN-ERG        wallet                     PSN-ERG            steal-AOR.STM 

 བཀྲ་ཤསི་ག་ིཏང་ཡང་ཁུག་མ་སྒྲོལ་མ་འ་ིརྐུ་ཟ་ིརེད། 

 bkra shis gi tang yang khug ma sgrol ma ’i rku zi red 

 「タシの財布はドマが盗んでいった」 
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(4) 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．【自動詞からの間接受身】 

 

 ´ndɔː shɔ ´ɦgõ mo    ̄ ȵɑː ȵoʔ     ́ ŋɯ-nə        ́ ŋa      ́ tõ nə               ̄ ɦȵiː ´ma-ɦõ-theː 

 yesternight                child            cry-CONJ     1SG     completely     fall asleep NEG-STEM-PFT.SEN 

 མདྒྲོང་སྒྲོང་དགྒྲོང་མྒྲོ་ཉག་ཉྒྲོག་ངུ་ན་ིང་དུང་ནི་གཉིད་མ་འྒྲོང་ཐ།ེ 

 mdong song dgong mo nyag nyog ngu ni nga dung ni gnyid ma ’ong the/ 

 「昨日の夜，赤ん坊が泣いて，私はまったく眠りに落ちることがなかった」 

 

 (4)の「眠りに落ちる」という動詞は，内的感覚（endopathic）動詞に分類される（動詞の分類につい

ては，Tournadre and Suzuki 2023 参照）ため，感知の証拠性標識が現れる． 

 

(5) 新しいビルが（A によって）建てられた．【モノ主語受身，一回的】 

 

 ˉhʈa ɕhi-ɣə     ̄ khɔ ̃mba     ̄ hsa ɦba-tɕiʔ     ̂ lɛː-zə reʔ 

 PSN-ERG        building     new-NDEF        make-AOR.STM 

 བཀྲ་ཤསི་ག་ིཁྒྲོང་པ་གསར་པྒྲོ་གཅགི་ལས་ཟ་ིརདེ། 

 bkra shis gi khong pa gsar po gcig las zi red/ 

 「タシが新しいビルを建てた」 

 

 (5)のように，被動者が主題であることが調査票に指示されていたとしても，それが無生物である場合，

主題として行為者に先行する例は不自然であると判断される． 

 

(6) カナダではフランス語が話されている. 【モノ主語受身, 恒常的. 動作主が問題にならない場合】 

 

 ˉtɕa na ta-la      ́ mə           ̄ thɑ̃ tɕeʔ-ɣə     ̀ fa hkɛʔ     ̀ hɕɛː-lə reʔ 

 Canada-GEN     person     all-ERG             French      tell-NPFT.STM 

 ཅ་ན་ཏ་ལ་མ་ིཐམས་ཅད་ག་ིཧྥ་སྐད་བཤད་ལ་ིརེད། 

 ca na ta la mi thams cad gi fa skad bshad li red/ 

 「カナダではみんながフランスの言葉を話している」 

 

 (6)もまた無生物が主題となる受け身である．この例文では，調査票の語順と同じように地点が文頭に

現れ，主題として扱われている．また，自然な文として成立するために，行為者として「みんな」が補

われている．なお，「カナダ」と「フランス」は漢語からの借用語で，特に後者は漢語の音素/f/を取り入

れている． 

 

(7) 財布が（A に）盗まれた．【モノ主語受身，モノ主語の背後に被影響者が想定される】 

 

 ˉtɑ jɑ̃ `khuː ma     ̄ hʈa ɕhi-ɣə     ̀ hkɯ-zə reʔ 

 wallet                     PSN-ERG        steal-AOR.STM 

 ཏང་ཡང་ཁུག་མ་བཀྲ་ཤིས་ག་ིརྐུ་ཟི་རེད། 

 tang yang khug ma bkra shis gi rku zi red/ 

 「財布はタシが盗んでいった」 



‘Passive expression’ in the Lhagang dialect of Khams Tibetan, Hiroyuki Suzuki, Sonam Wangmo 

4 / 7 

(8) 壁に絵が掛けられている．【モノ主語受身，結果状態の叙述】 

 

 ˉhtsiː ka     ̂ ŋgo-la      ̄ paː-tɕiʔ              ̀ hkeː-jiː tu 

 wall            top-LOC     picture-NDEF     hang-CONT.SEN 

 རིག་དཀར་མགྒྲོ་ལ་པར་གཅགི་བཀལ་ཡ་ིདུག 

 rtsig dkar mgo la par gcig bkal yi dug 

 「壁の上に絵が掛かっている」 

 

 (8)は漢語の調査票では受け身の形式をとらない．塔公方言においても自動詞によって表される． 

 

(9) A は B に／から愛されている．【感情述語の受身，特に動作主のマーカーに注目】 

 

 ´ɦɖoː ma-ɣə     ̄ hʈa ɕhi-la     ̂ ɦga-reʔ 

 PSN-ERG            PSN-DAT       love-HAB.STM 
 སྒྲོལ་མ་གི་བཀྲ་ཤིས་ལ་དགའ་རདེ། 

 sgrol ma gi bkra shis la dga’ red/ 

 「ドマがタシを愛している（ことはよく知られている）」 

 

 (9)の「愛する」という動詞は感情動詞であり，本来は感情を抱く主体が絶対格で，感情の向く対象が

与格で標示されるが，ここでは感情を抱く主体を主題化するために能格標識が現れると解釈する．また，

動詞の証拠性標示が陳述の形式となっているが，本来は感知(sensory)または感知推測(sensory inferential)

の証拠性が期待されるところである．ところが，感情述語の受け身を意図するということは，第三者に

当該主体の感情が知られていることを前提とするために，感知ではなく陳述の証拠性を選択する． 

 

(10-1) A は B に／から「…」と言われた．【伝達動詞の受身，特に動作主のマーカーに注目】 

 

 ´ɦɖoː ma-ɣə     ̄ hʈa ɕhi-la     ́ zeː-nə          ...... 

 PSN-ERG            PSN-DAT       say-CONJ      

 སྒྲོལ་མ་གི་བཀྲ་ཤིས་ལ་ཟརེ་ནི: “...” 

 sgrol ma gi bkra shis la zer ni ...... 

 「ドマがタシに言うことには（「...」）」 

 

 (10-1)は直接話法による日常的な表現である．「言う」という動詞の格支配に基づいて，発話者には能

格標識を，聞き手には与格標識を付加する．通常は主題の順序を入れ替えることはなく，発話者が文頭

を占める．引用部分は，接続標識に続いて並列型の複文として成立する．一方，引用文の末尾に引用証

拠性の接辞を付加して，引用であることを明示的にすることができる（Suzuki and Sonam Wangmo 2021b

参照）． 
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(10-2) A さんは B さんに呼ばれて，今 B さんの部屋に行っています． 

 

 ˉhʈa ɕhi     ́ ɦɖoː ma-ɣə     ̀ pha la            ̀ ɕhoː                 ́ zeː-nə          ̂ the ɦo 

 PSN           PSN-ERG            over there     come.IMPR     say-CONJ     and then 

 ´ta hta     ́ ɦɖoː ma-ɣə     ̄ khɔ ̃mba     ́ nɔ-̃la               ̂ jiː tu 

 now        PSN-GEN            room           inside-LOC     EXST.SEN 

 བཀྲ་ཤསི་སྒྲོལ་མ་འ་ིཕལ་ལ་ཤྒྲོར་ཟེར་ནས་ཐ་ེའྒྲོ། ད་ལྟ་སྒྲོལ་མ་འ་ིཁྒྲོང་པ་ནང་ལ་ཡི་དུག 

 bkra shis sgrol ma ’i phal la shor zer nas the ’o/ da lta sgrol ma ’i khong pa nang la yi dug 

 「タシはドマがあちらに来いと言って，それで，今ドマの部屋の中にいる」 

 

 (10-2)の文は，統語論的に見ると，初頭の「タシ」が２つの並列型複文の主題として読める．ただし，

実質上，第２文の単一項として絶対格表示されていると考えられる．第１文は行為の向かう対象として

与格表示が妥当であるが，主題にする場合，格標識が省略されたと解釈することもできる． 

 

(10-3) B さんが A さんを呼んで，A さんは今 B さんの部屋に行っています． 

 

 ´ɦɖoː ma-ɣə     ̄ hʈa ɕhi-la     ̀ ɕhoː                 ́ zeː-tu 

 PSN-ERG            PSN-DAT       come.IMPR     say-AOR.SEN 

 ˉhʈa ɕhi     ́ ta hta     ́ ɦɖoː ma-ɣə     ̄ khɔ ̃mba     ́ nɔ-̃la               ̂ jiː tu 

 PSN           now        PSN-GEN            room           inside-LOC     EXST.SEN 

 སྒྲོལ་མ་འི་བཀྲ་ཤིས་ལ་ཕལ་ལ་ཤྒྲོར་ཟེར་དུག  བཀྲ་ཤསི་ད་ལྟ་སྒྲོལ་མ་འ་ིཁྒྲོང་པ་ནང་ལ་ཡ་ིདུག 

 sgrol ma ’i bkra shis la phal la shor zer dug  bkra shis da lta sgrol ma ’i khong pa nang la yi dug 

 「ドマがタシに来いと言った．タシは今ドマの部屋にいる」 

 

 (10-3)は(10-2)と違い，第１文と第２文で主題が異なるため，各文にすべての項が現れる． 

 

 

略号一覧 

- 形態素境界 

1 1人称 

AOR アオリスト 

CONJ 接続詞 

CONT 持続 

DAT 与格 

ERG 能格 

EXST 存在動詞 

GEN 属格 

HAB 習慣 

IMPR 命令形 

LOC 位格 

NDEF 不定標識 
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NEG 否定 

NPFT 非完了 

PFT 完了 

PSN 人名 

SEN 感知 

SG 単数 

STEM 複音節動詞の語幹 

STM 陳述 
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